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⿃越⼀向⼀揆歴史館友の会／北陸城郭プロジェクト 塩⾕忠⼠

村岡⼭城の主郭から⾒る野津⼜城

⼭頂の⽩⼭神社奥宮（野津⼜城主郭） ⾼尾⼭登⼭道から⾒る⽩⼭

　友の会の世話人をしております塩谷です。今回は令和５
年企画展『「一紙半銭」の戦い（愛山護法の戦い）』でパネ
ル展示されました勝山市の野津又城を紹介します。勝山か
ら大日峠を越えて加賀に抜ける街道が山裾を通る交通の要
衝に、一向一揆の指導者嶋田将監正房が築いた城と伝えら
れます。正房は西光寺城（勝山市鹿谷町西光寺）を本城と
し、檀ノ城（勝山市荒土町堀名）、谷城（勝山市北谷町谷）、
三室山城（勝山市遅羽町嵭崎）の城主と伝えられる北袋（
勝山市中心部あたり）一帯を支配する越前朝倉氏に仕えた
在地領主でした。天正元年（１５７３）８月、主君の朝倉
義景は一族の景鏡が織田信長に寝返って滅亡した。野津又城を含む支城群は景鏡を匿った平泉寺を攻め
る拠点として築城され、天正３年８月越前一向一揆掃討のため越前に進攻した織田軍に相対しました。
　野津又城は高尾山（高尾岳・５２５ｍ）の山頂部に築かれ、三方を急峻な斜面に囲まれた要害で東側
の尾根続きに堀切や虎口を設けて防御しています。阿波賀街道
や北袋一帯を広く見渡せることから、敵軍の動向をつぶさに監
視できたと思われます。天正３年９月、支城のひとつ檀ノ城は
織田軍に攻められて落城し、檀ノ城（比高６０ｍ）や西光寺城
（  同１２０ｍ）では織田軍の攻撃に耐えきれないと考えた正房
は野津又城（同３３０ｍ）に籠城して抵抗しました。本願寺顕
如は天正３年８月２２日付で北袋５３ヶ村宛に、同年１１月９
日付で嶋田将監宛に、翌４年５月２８日付で北袋野津又在城衆
中宛に書状を下しました。そこには野津又村に創建された長勝
寺の存在があり、顕如支援の功により長勝寺は超勝寺末寺から
本願寺直参となったのです。果たして野津又城に籠城し続けた
門徒衆の心の支えは何だったのでしょうか。加賀で実現した本
願寺主導の統治への憧れか、なで殺しも躊躇しない織田信長へ
の恐れであったのか。晩秋に冠雪した壮麗な白山に疲弊した門
徒衆の心も一時の安らぎを得ていたことでしょう。
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